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_ この 物語 の 主人 公 。 SEINS 2 年 生 だ 。 い わ 
ゆる 「 コ ギャ ル 」 の 典型 と も 言え る 女子 高生 で ある 。 
常に 明る く 好 奇 心 時 盛 。 そ の た め 、 様 々 な 事件 に 巻き 
込ま れる こと も し ば し ば 。 1 年 先輩 の 長谷 川 ユ カリ 、 
逸 島 チサト と 
は 仲 が 良く 、 
行動 を 共に す 
る こと が 多い 。 
だ が 、 先 輩 

が 受験 と 
いう こと で 最 
近 は ミカ も 気 
を 遣っ て いる 。 


ニュ ー ス を 入手 する と 、 PIC 
みた が る の が ミカ の 特徴 。 それ に 付き . 
合う ハメ に な る の は 、 必 ず ユ カリ と チ 
サト で ある 。 こ の 3 人 で 行動 する と 、 
事件 は な ぜ か 奇妙 な 方 向 に 発展 する 。 
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ミ ヵ と ma た っ で て 松 で も が れ た 、 wv" — LJ 
華山 キョ ウ コ 。 す で に 卒業 し て いた が 、 の oi m 

突然 の 事故 死 は ミカ に も 衝撃 を 与え る 。 
し か し 、 こ の ふた り は 同じ 顔 を 持っ て 
いる と いう だ け の 運命 で は な か つた だ | 


リン 当然 ルー ーッ クー 
スカ ー ト を 好む らし い 。 有 


ミカ の 対極 に 位置 する 存在 …… 


華山 リョ ウ 


高校 を 中 退 。 そ の 後 も 目的 を 見 出せ ず 、 く す ぶ っ て 
生き て きた 。 現代 の アウ ト サ イ ダー の 象徴 で ある 。 
如 キ ョ ウ コ は 冬 葉 スミ オ と 、 そ し て リョ ウ は スミ オ 
の 妹 ル ミ と 付き 合う が 、 違 和 感 を 拭い きれ ず に いた 。 
だ が 、 突 然 の 
事故 で 最愛 の 
姉 キ ョ ウ コ を 
CL, Hc 
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井 ミ カ と 出 会 
っ た と きか ら 、 
事態 は 急変 す 


TIHOSG | 


Íe 


つっ à; 
は 姉 弟 関係 を 越え . 
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COEL 
長谷 川 ユ カリ 


_ 雛 代 高校 の 3 年 生 。 逸 島 チ サト と は 親友 同士 。 ミ カ 、 
、 チサト ら と 行動 する と 、 彼 女 の 役割 は リー ダー。 現 代 的 
| な こと を 否定 する その 雰囲気 か ら か 、 学 校 の 中 で は 孤立 

LI し た 存在 だ 。 

ひと つ 年 下 
の ミカ か ら は 
「 セ ン パ イ 」 と 
慕 われ て お り 、 
ユカ リム の 方 も 
ロロ と は 裏腹 に 
結構 、 面 倒 見 
が よい 。 


aeren 
S a : Gies Wd と が 多い 


操り 、 そ の 物 お じ し な 性格 に は 
易 さ せら れ て いる 。 


クー ル な 雰囲気 を か も し 出す ユカ リ 
ご が 、 そ の 性 格 は 意外 と 強気 。 思 っ た 
こと を ズバ ズバ 言う タイ プ だ 。 

こ が 、 霊 的 な も の を 極端 に 恐 が る 一 
面 も 持っ て いる 。 
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\ 霊 感 を 持つ 心 優 し い 女性 


_ 雛 代 高校 に 通う 3 年 生 。 ユ カリ と は 無 二 の 親友 。 つ 
ね に 冷静 沈着 で 心 優し い 性 格 だ 。 い つも ユカ リ を 支え 、 
カ を 温か く 包 み 込 み 、 ふ た り に と っ て は 母親 的 な 存 
| 在 だ と いえ る 
pos 
また 、 彼 女 
に は 強い 霊感 
が あり 、 こ れ 
まで も 幾度 と 
2 613g D ye 
ちの ピン チ を 
救っ て きた 。 


SISTE RE 


同じ 「 逸 島 」 の 姓 を 持つ ヤヨイ 。 彼 
女 は チサト の 妹 と 名 乗っ て いる が 真相 
は 不明 だ 。 し か し 、 こ の ふた り が た だ 
の 姉妹 と は 思え な い 。 何 や ら 因 縁 め い 
た 確 封 が ある よう だ ……・。 


チサト が 持つ 強い 霊感 。 だ 
に は 霊感 な ど と いう 生 易 。 | 
な い 。 な せ 、 彼女 が : "i. 
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姉妹 の 持つ 特殊 な 力 。4 
上 チサト は 


り の 人 間 を や きも き さ せ る こと も し ば し ば ……。 
ここ が 。 そ の 
オト ボケ ぶり 
は 、 人 不思議 な 
や すら ぎ を 与 
えて くれ る 。 
まあ だ 、 ブ プリ 
サ も チサト 同 
様 、 特 殊 な カ 
を 持っ て いる 。 


ルー ズ ソ ックス を 履い て いる が 、 ヨ 
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ギャ ル 世 代 と 同じ に 見 られ る の を 嫌 が 
る 。 C AIII に 流さ れ て いる ミ p 
を 注意 する 一 面 も 見 せる 。 n E 
EB. TUBE -n 
ドラ マ な ど TV 番 組 に も も 詳し い 。 


アリ サ の 口調 は 周り の 人 間 を 独特 の 
ペー ス に 引き ずり 込む 。 ユ カリ いね わく 
「 アリ サ っ て 感じ 」。 

それ で いて 、 目 分 の 考え は し っ か り 
持っ て いる 。 その アン バラ ンス さ に は 。 
ミカ も し ば し ば あ然 と させ られ る 。 


チサト と 周 じ て 、 poowh 
、 を 持っ て いる の が アリ サ の 特 网 
Es ERU. SE EOS U. 
i dU ABB EDI Veo AE 
| ユカ リ を 悪 圭 か ら 助 けた り 、 0 
DR た り と mm 
ろ い ろ 便利 。 チサト も 驚く 
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お そら く ナ サト は 、 知 m 3 前 か ら デリ von 
に 感 づ いて いた は ず 。 CR be 
カリ や ミカ を 助け る こ と に な る の は 、 pd e. 
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キミ カ の 無理 心中 で 命 を 落と し た ス 
ミオ 。 し か し 、 燃 えさ か る 炎 の 中 で 、 
彼 は 笑 まみ すら 浮か べ て 死ん で ゆく et 

謎 だ ら け の 死 。 今 回 巻き 起こ る 出来 
事 に 何ら か の 関係 が ある の だ ろう か 。 


壮 細 死 を 遂げ た 、 リョ ウ 最 愛 の 姉 


Jil] キョ 


AN EL hi 


の ワー 
ウン レン 


) aoc No: | 
HE, CCUCAIdOZSUNMSOU o | 
E. 1 EDRR TIRAN 
E e AN M. 
た つと いう に . と で 話題 に な る 。 "iu 


ウ コ の 死後 、 ミ カ の 周り で 起こ る 事 . 
件 と 何 か 関 係 が ある の だ ろう 3 か ? 
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リョ ウ と の 禁 ENDE. ALT. E 
を 断ち 切る か の よう な スミ オ と の 関係 。 
この ふた り の 間 で 板挟み と な り 、 苦悩 
する キョ ウ コ 。 その 苦痛 か ら 逃 れる に 
は 、 死 と いう 手段 し か な か っ た の か 2 
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e リョ ウ が 高校 を 退学 する 前 の 同級 
inj 生 。 ス ミオ と 関係 し た が 、 一 方 的 に 


X A. JJ 捨て られ で し まう 。 AONT EDEA 
» ミオ と の 無 


理 心中 を 決意 する 。 


m cepe] 温厚 そう な 風貌 で 生徒 の 受け も よ 
to Us ZOBGEIHENESBU X C. 


P 偏差 値 も 大 幅 に アッ プ し た 。 生徒 全 
この 員 の 名 前 と 顔 を 覚え て いる らし い 。 


€ og 
を ua 、 c 
ONE "od E 
REL UE 1) v dH Eo o 4 H w 
Tue c M is db NE He 
ARRA: em Ro dh 本 e jum 
KM c c m d bM 層 C 3) 
Dem COM ne K Pd gU & Ne 
ecc HN —— 生き «xr P EE 
G 77 US dm qe n c e q^ 04r e 
R QX REG d cw Some .[| e | S255 
üt 5 A ER ur e E uu RB SOS で *) gm |K ! Dm 
RRES GI "WB m n Rg 
us S & Sii Y t3 LUE X) E ose HH O9 
e RO IER. RERIN 
e H ul $ R 
4p E EU W He Èu 


| 
に 


Nur 


に 


i 
,ÉSRIADIEEU DEN 


ATAL C» 
eee 2 qc カ の ク ラス 


と じ て 見 て お り 、 PECADO a” 
Web n inde スミ オ の 
”gs 


スミ オ の 真意 は 定か で は な い が 、/ 
ミ を 単なる 妹 以上 に 見 て いた の は 確か 
な よう だ 。 ス ミオ の 死 以 降 、 リ ョ ウ に 
RURAIS に 見 える が 、 そ の 心 は 
や は り 兄 スミ オ を 想っ て いる 。 


e 
相 od de SE ara 
も 接点 が あり 、 の 行動 が 湾 味 ある , 
と ころ も 不明 。 i 
E | 


PARTE i 
Mad DN 
と 思え ば 、 ス ミオ の 死後 は 少年 の 側 に 、 
いた りす る 。 と に か くそ の 行動 は 謎 が 
多い 。 だ が 物語 Weed uia 
リョ ウ に 肩入れ し て いく の が わか る 


E s qe So». 
Až, & 28H ERU ER. 普通 の 少年 と 
その 正体 は 契約 


る この 雛 代 に 、 何 ら か の 
し た 。 そ の 意図 は 不明 だ が 、 ミカ と 
リョ ウ を 結ぶ 接点 に も な っ て いる 。 


誰か と 結ん だ 契約 に よっ て 、 少 年 は 
ミク に dE し て いる と われ る だ が 、 
その 真意 は 計り 知れ な い 。 チサト や ヤ 
pru か ね て か ら の 知り 合い の よ 
_- う だが:……。 す べ て は 謎 で ある 。 
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MOONLIGHT SYNDROME 


地名 に つい て 


魔性 が 募 く 雛 代 の 地 。 物 語 の 舞台 と な る 様々 な 地名 を 紹介 し よう 


RER 


; ご ー ^H SO EA A 
ミカ の 住む マン シ ~ カ た ちの 通う 高校 。 新 校舍 と 
ョ ン の こと 。 ina 旧 校 舎 は 渡り 廊下 で つなが っ て い 
BM | : 
ARS る 。 新 校舎 は 地上 5 階 、 地 下 2 階 
な り ゴ ー ジ ャ ス 。 まで あり 、 そ の 外見 は 学校 と は 思 
ズ な いぼ ほど 立 派 だ 。 


雛 代 か ら 程 近い と 
ころ に 位置 する 若者 
の 街 。 オ シャ レ な 店 
が 建ち 並び 、 ミ カ た 
ち も 御 用 達 。 
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まい 純 

ロス ト ハ イ ウ ェ イ — 3 
テク ノ 和 糸 の クラ ン ノ で ぐう たち も よく 四 は っ を 
入り する 。 人気 DJ を 抱え 、 イ ベン ト な ど NL 
が ある と き は 、 か な り の ファ ン が 集まる 。 pe 
スミ オ や ル さ も よ まぐ 出入り し て で て いる 。 の 6 


団 地 


この 団地 は ミカ が 住む ピラ ミッ ド 御 殿 


の 隣 に ある 。A 棟 か ら C 棟 まで あり 、10 
階 建 て だ 。 共 働き の 家庭 が 多く 、 夕 方 は 
子供 し か いな いと いう 。 
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MAP 


MEL Nas 2 LADO B] 
雑 代 高 校 の 校舎 内 マッ プ を 完全 紹介 する 。 
旧 校 任 と 新 校 告 で は 階 の 数 え 方 が 異な る の で 注意 


校舎 の 外 は 左 に 天体 観測 部 の 部 室 兼 天文 台 、 
そし て 右 に ラク ロス 部 の 部 室 が ある 。 ちなみに 
27] 0) 2 2 ELA WD IZHTER UL C V 25 


北 B 1 
南 1F 


BILAS 
な 教室 は 生物 室 の 
do 南 1F は 生徒 
DU EAS C EU 
ino て いる 

昇降 口 か ら 校舎 
の 外 に 出る こと が 
で ぎ きる 


21 


MOONLIGHT SYNDROME 


北 1F 
MeF 


北 1 F に は 保健 


室 、 美 術 室 が ある 。 
また 、 保 健 室 の 左 
奥 の ド ア を 入る と 
ロビ ピー に な っ て お 
り 、 公 衆 電話 な ど 
が 設置 。 南 2 F は 
1 年 の 教室 が ある 。 


EF 
MSF 


北 2 F に は 音楽 
室 、 南 3F に は ミ 
カ の 教室 が ある 。 
ミカ の 教室 は 特に 
頻繁 に 出入 りす る 
SC SM の: の: で 
し っ か り 位 置 を 覚 
で お こう 5 


北 コ F 
南 4F 


北 3 F に は 職員 


室 と 化学 室 、 南 4 
-F に は ユカ リ の 教 
室 が ある 。 

ミカ の 教室 同様 、 
ユカ リ の 教室 も よ 
く 来 る 場所 。 位置 
AV NIS, 
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| 北 4F 
南 屋 上 


北 4F に は 図書 
室 、 そ し て 南 校 舎 
iil Eizo CU 
る 。 この 図書 室 や 
屋上 は 、 生 徒 に と 
2 CS$8U 0032 0) 4 
Jt ER x54 
の に も 最適 。 


北 5F 


あま り 生 徒 の 来 
る 機会 の な い 北 5 
F 。 ここ に は 校長 
室 が ある 。 

た だ し 、 放 課 後 
に 生徒 が 立ち 入る 
Z eE, mn» 
あり そう だ が 


北 B ら 


SE と] 同様 に 、 
生徒 が あま り 近 づ 
か な い 場 所 。 特 に 
重要 な 教室 が ある 
わけ で も な い 。 

だ だ この 北興 
2 だ け 構 造 が 不 自 
然 に 思え る が 
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ゲー ムシ ステ ム 紹 介 


ゲー ム デ ー タ の 


保存 に つい て 


ゲー ム デ ー タ を セー ブ す る 


セー グ ほす か の YES Na 


| e| (v C40 
| vig MNN 
| CA テー で TH 


方 法 は 2 種類 。 エ ピ ソ ー ド ク n- 
リア 時 か アラ マタ に 記録 し て a 
も ちら うか だ 。 た だ し アフ トー 
は 全面 に 出 て くる 訳 で は な い 。 1 す 


校内 マッ プ の 
見 方 に つい て 


ミカ た ち が 校内 を 探索 する E a いこ 
場面 で は 、 右 上 に マッ プ が 現 人 8| "の 内 
れる 。 この マッ プ は 目的 の 階 EEEEEEEEE EU o 
2 く 図 ブ 
に 来る と 、 水 色 の 点 で 目的 地 使 を 。 
を 示し て くれ る の だ 。 Es 


WVUGLEUUENEM 重要 そう な 分 岐 ポイ ント 。 
スト ー リ ー の 分 岐 E NW CM だ か 、 ご ちら を 選ん で も 
=a le | 結末 は 同じ に な る 。 T= 

ポイ ント に つい て Ta ム オ ー バ ー も な い ぞ 


この ゲー ム は どの 分 岐 を 選 NS 
ん で も 本 未 は ひつ 51 
が っ て エピ ソー ド 紹 介 で は 、 エピソード 紹介 で 取り 上 

い = e げた 分 岐 ポイ ント は 、 こ | TFR 
z ce ATe Lo eo v の よう に 物語 に は 直接 関 ”全 
KYRU CNN 係 な いも の も ある の だ 7 GRAEL | 


F 
年 っ て も る う 


24 


"sg 


i 


dki 
8 


z 


4 


! 


が そ 


ES E teur M eg | 


EPISODE] プロ ロー 
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岸井 ミカ は 学校 か ら 家 へ 帰る 途中 、 
不思議 な 男 に 声 を か けら れ た 。 

「 あ な た に は 災い が 降り か か ろう と 
し て いま す ……」 と 謎 の 男 は ミカ に 
Zot., ARDRE aok shia 
いで マン ショ ン へ と 駆け 込む が 
こ で 自分 の 名 前 を 呼ぶ 声 に 気付 く 。 
不審 に 思い マン ショ ン の 外 に も うう = 
度 出 て みる と 、 帽 子 を か ぶっ た 怪し 
げ な 男 が いた 。 ア ラマ タ だ だ: 

アラ マタ は 以前 か ら の 知り 合い で 、 

超常 現象 を 研究 し て いる 変わ り 者 だ 。 
今回 は ミカ 達 と この 街 を 観察 する こ 
と が 役目 だ と いう 。 
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ミ カ が 自宅 で 休ん で いる と 電 語 が T 
か か っ て くる 。 彼氏 で ある 冬 業 スミ 
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ミカ の 部 屋 か ら 外 に 出る に は 、 こ っ 
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の ドア の 前 ぐり カキ を 落と し た こと に 
気付 く <。 そ の と き 少 年 が 現れ 、 ミ カ 
に カギ を 渡す 。 少 年 は 6 歳 く らい の 
よう だ っ た が 、 HER. 
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、 自宅 に 戻っ た ミカ 。 ミカ の 父 は 昨 
日 死亡 し た キョ ウ コ の 新聞 記事 を 見 
X39 V2 UEENG 

v 。 テレ ヒビ の ニュ ー ス で は 華山 キョ ウ 
é& e ME 


up e 


JUNINHO NNAM: 
qot c oe SRI C1 Sis 33480 


主 な 分 岐 ポイ ント 


スタ ー ト 時 の 男 と の 会 話 。 最 初 の 選択 肢 
か ら さ ら に 分 岐 を し 、 ミ カ の リア クシ 当 ジ 


変わ っ て くる 。「 振 り 向 くつ 様子 を 見 る っ 国有 
話 を 聞く 」 と 選択 する と 男 の 話 が 聞け る の ETE 
で 、 初 め て の プレ イ な ら こ れ を 選 ぼ う 。 
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アラ マタ に 会 わな いと 、 ミ カ は マジ ジョ 
ン に 入る こと が で き な い 。 ア ラマ タ の 話 の _ 
途中 で 「 話 を 聞く 」、「 帰 る 」 と いう 分 岐 が 
ある が 、 ど ちら を 選ん で も 聞く こと に な る 。 
話 を 飛ば すこ と は で き な い ぞ 。 : 
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この 章 は エピ ソー cow E 38 会 っ た 後 、 スミ オ は クラ ブ で 
同じ 時 間 に 起 こる 話 だ 。 よ っ て スミ 3- 死ぬ こ a BA 学校 で ミ は 
は ミカ に 「 自 分 は いつ か 死ぬ 」 と いう Js O | と を 心配 し て いる こ と か ら 
こと を 告げ て いた の で は な い だ ろ A. XS ur IIE 
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リョ ウツ ウ と キョ ウ コ 、 
妥 の 中 で の 会 話 
華山 キョ ウ コ が 事故 で 死ん だ 日 、 
第 の リョ ウ は 夢 を 見 た 。 夢 の 中 で キ 
ョ ウ コ は 、 リ ョ ウ の 気持 ち が 知 た 
いと 言う 。 リ ョ ウ は キョ ウ コ を 六 が 
ら 愛 し て いた が 、 そ れ を 言い 出 ま ご 
ど ( ほ で きか な か っ た 。 

キョ ウ コ は 、 ふ た り が お 互い を 愛 
し て いる こと を 認め 、 新 し い 基準 で 
生き よう と 訴え る 。 対話 の 中 で リョ 
ウ は 、 い つも キョ ウ コ に 守 ち れ そ て 
た いと いう 自分 の 願望 に 気付 いて ゆ 
COSI 

だ が 、 夢 か ら 覚 め た リョ ウ は 、 た 
だ の 変態 だ と 自分 を 責め る 。 
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スミ オ の リョ ウツ に 
対す る 不満 
リョ ウ の 部 屋 に 冬 葉 スミ オ が 勝手 
に 入っ て くる だ スミ は 、 m^ 5 Es 
る キョ ウ コ が リョ ウ に 惹か れ て いる Arkeon TT 
事実 に 苦しみ 、 リ ョ ウ を 責め た て る 。 PRA 
スミ オ の 言い 分 は 一 方 的 だ っ た 。 MEOMBRTZSO 
リョ ウ の 弱 さ が キョ ウ コ を 東 縛 し __ 
いる 。 そ の 結果 、 ス ミオ と キョ ウ コ 
の 関係 が 壊さ れ た と 言う の だ 。 
リョ ウ の 反論 も 虚しく 、 ス ミオ ほ は - 
「 キ ミ が キョ ワウ コ を HG ep s 
俺 は 君 に 執着 し て い ご うと 思う 」 と 
吐き 捨て て 部 屋 を 去っ た 。 0 
リョ ウ は 嫌 な 気分 を 打ち 消す た め 
に 、 ク ラブ 0 sp rs, T 
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【 バ パラ ノイ ア 】 リョ ウ が スミ オ の こと を 形 
妄想 を 抱く 精神 


し た 言葉 。 疑 い 深 く な り 、 


病 に か か っ た 人 の こと 。 別 名 偏執 病 と も 言 
い 、 特 定 の 価値 観 に 固 報 する よう に な る 。 
【 テ クノ 】 シ ン セ サイ ザー な どの 電子 楽器 を 


主体 に 作っ た 音楽 の こと 。 
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イ で は テクノ の 音楽 ば か り 流 れ で いる 。 

【 ジ ライ シン 】 クラ ブ の 店 員 が リョ ウ に 対し 
て 言っ た セリ フ 。「 ア フタ ヌー ン 」 で 連載 し 
て いる 「 地 雷 岩 」, か らき て いる 。 主人 公 の 
刑事 で ある 飯田 響 也 は いつ も 黒 ず すく め の 服 
装 な の で 、 リ ョ ウ を 見 て 連想 し た らし い 。 
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リョ ウ は 2 F の バー で 高橋 キミ カ 
に 出会う 。 キ ミカ は リョ ウ 高 核 で , 
同じ クラ ス だ っ た と いう が 、 リ ニラ うー 
は 全然 覚え て いな い 。 キキ ミカ! は な ぜ 
か 、 元 気 が な いよ うに 見 えた 。 
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、 誘惑 し よう と し で いた こと を 打ち 明 


、 = ら 解 放し て 自分 だ け の も の に す 
_。 る た め に 、 紙 袋 を 差し 出す 。 紙袋 か 


— 0 。 を 見 な が ら ヤ ヨイ は 笑み を 浮か べ る 。 
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ヤヨイ と の 待ち 合わ せ 場 所 に 行く 
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忘れ させ て あけ る 」 と 計 っ ~ | 下らない 芝居 は や ゆめ る ww 
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ける 。 そ の 事実 を 知り 、 リ ョ ウ は 部 
_ 屋 か ら 逃 げ 出 そう と ずる 。 だ が 、 ド 
| ア に は いつ の ま に か カギ が か けら れ 
> て て 、 BIYE 。 つっ | 
そし て ヤヨイ は 、 りら を キョ ウー 
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- ら は 血 が 滴 っ て いた ね スミ オ は リョ _ 
ワウ ワ が ーー 番 辛 いと 思う こと を し て 、 人 復 
警 を し よう と し た 。 そ の た め に ヤ ヨ 
イ を 利用 し た の だ 。 | 
ヤヨイ の 手 か ら ド サッ と 落ち る 紙 
S 中 か ら は 髪の毛 が 見 える 。 誰 か 
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BE a リョ リウ は 絶叫 し 、 意識 を 
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も 抽 張 ずる ヤ ョ イ F 
E 失神 し た リョ ウ を 見 て ヤヨイ は 深 た 私 
= ゆい 愛情 を 覧 える 。 リ ョ ウ を スミ オ の も 
代わ り に 手 に 入れ 、 自 分 の 奴隷 に す 
る つも り だ ろう か 。 気絶 し た リョ ウ 
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スミ オ と キミ カ 。 
姜 絶 な 心中 

in Ic p OA は 別 の 女性 

会 話 を し て いた 。 そ こ に 皿 相 を 変 
えた キミ カ が 割り 込ん で くる 。 キミ 
カ は 子供 が 泣い て いる 夢 を 毎日 見 る 
と 口 起 る 。 お そら く 、 ス ミオ と の 間 
に で きた 子供 だ ぅ た の だ ろう 2。 

スミ オ は キミ カ の こと を 覚 突 で い 
な いよ う で 、 そ れれ が 部 取 り と な っ た 。 
突然 、 キ ミカ は ライ ター で 自分 の 衣 
服 を 焼き 、 火 だ る ま に な りな が ら ス 
ミオ に 導い か ぶさ っ て きた の だ 1 
だ が 。 ス ミオ は 逃げ る どこ ろか が 
ミカ を 受け 入れ る か の よう に 自ら 抱 
え 、 共 に 焼死 する …… 3 
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リョ ウ は その ころ 夢 を 見 て いた 。 
草原 に た た ず む 自分 と キョ ウ コ 、 そ 
し て スミ オ と ルミ 


に 人 亀裂 が 入っ て いな いこ ろ の 思い 出 


se ルミ が あの ころ に 戻り た い W 
この ころ の こ cta 
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キョ ウ コ は 生き て いる セミ ミ を 見 つ 8 
け 、 リ ョ ウ を 呼び 寄せ る 。 ふ た り の l 
間 に は 何 の 障害 も な いよ うに 感じ ら 。 
te. スミ オ の 方 も 現実 と は 違い 、 0 
いく ら か まとも な 考え を 持っ て いる 「 
この は か な い 夢 
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リョ ウ が プ レバ ハブ 小屋 に 戻る と 、 
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”人 すでに キョ ワ コ は 知っ て い 
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キョ ウ コ は 突然 、『 私 は も う ダ メ 、 


逃げ られ そう に な い 、 と リョ ウ に 打 
- ち 明 ける 。 


リョ ウ は 居場所 を 聞こ う 
と する が 、 答 え は 返っ て こない 。 


その 代わ り に 「 あ な た は 深入り し 
な いよ うに 。 ス ミオ は 恐い 人 だ か ら 


と 意味 不明 の 言葉 を リョ ウ に 
p 
キョ ウ コ は 最後 に 「…… 元 気 で ね 」 
RS で 電話 を 切る 。 


絶叫 する リョ ウ 。 そ し て どこ か ら 
か クラ ッシュ する 音 が 聞こ えて くる 。 
こき し で キキ ウ コ も スミ オ に 


この 鹿 月 峠 で の 事故 は は 、 こ の 後 ニ 
きき ス 9 信和 られ 、 リ ョ ツウ と ミカ の 
運命 を 大 きぐ 秋 え る こと に な る の だ 
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主 な 分 岐 ボ イン ト 
キョ ウ コ と の 会 


「 守 る 」、「 守ら な い 」 の 選択 肢 が キー ポイ 
ント の キョ ウ コ と の 会 話 。 結 果 か ら 言 っ て 
し まう と 。、 ど ちら に し ろ 姉 か ら 守 られ る 
と に な る の だ が 、 途 中 の 分 岐 で 多少 、 話 が 
違っ て くる 。 


スミ オ 選 ヤヨイ と の 会 話 。 


クラ ブ の スミ オ の 部 屋 で は 「' 部 屋 を 出る 」 
と ヤヨイ を 助け る 」 と いう 選択 肢 が ある 。 
どちら を 選ん で も 結末 は 同じ だ が 、「 ヤ ヨイ E 
を 助け る 」 に し た 方 が 情報 が 多い 。 ち な み _ v3 9r 
に P34 で は 助け な い 方 の 展開 を 紹介 し 。 


紙袋 か ら は み 出し た 首座 の も の の 


全編 中 最大 の 謎 が 紙袋 の 中 に あっ た の 首 で ある と いう の が 受 当 な 推理 だ 
首 だ 。 リ ョ ウ が 失神 する こと や 、 ス ミミ n ngu Qu 18s 話 で 
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知れ な い 。 

て そ さ に や っ て 来る チサト と アリ ルル 
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会 話す る アリ サ に 腹 を 立て た ユカ リ 
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ミカ は リル を 探す こと に し た が 、 ナ 
の る ご が どう し で も 気 に が る アリ サ 
は 、 単 独 で ナナ の 部 屋 に 向かう こと に 
し た 。 


ナナ を 先 に 探す こと に し た ミカ と ア 
リサ は 棟 に 行く 。 だ が 、 そ の と きす 


で に ナナ は 誰か に 連れ 去ら れ て し まう 。 
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| «^ 部屋 は も ぬけ の 空 に な っ て いた 。 | mmm DAD 
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リル を 探す 途中 で ミカ は タケ ル と 出 
会 う 。 リ ル は A 棟 に いる こと が わか る 
が 、 そ の 他 は 聞い て も わか ら な い 。 だ E 
が タケ ル は ナナ る を 心配 し て いる よう だ 。 『 
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A 棟 に 来 た ミ カ は 明か り の つい て いる 部 屋 
を 調べ る 。 8 階 の 10 号 室 、 3 階 の 7 号室 、 7 
階 の 1 号室 、 8 階 の 1 と 9 号室 、 9 階 の 2 号 
Æ., EOI と 10 号 室 に 人 が いる よう だ 。 
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e PR = ROSSRTIRIE S NZ. 


A Me Nr m m Sm m m a m Or mm e E n ーー- 


3X 3 カ は リル の 部 屋 を 確か め る 
-  。 た め 、A 練 を 1 階 か ら じ ら みつ ぶし 
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、 得 ら れ な い ミ カ は 一 評 を 案じ る 。 部 
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。 その 子供 は 途中 で 見 失う が 10 階 に 行 」 
っ た よう だ きら に 9 階 で リル は 10 
— 階 の 10 号 室 に いる と いう 情報 を 得 た 。 

し か し 、10 階 で その 情報 が 嘘 だ と 

- 03 と が わか る 。 m m 

— の 情報 は 全部 反対 だ っ た らし い 。 
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今にも 自 21. 」) と し て いる ナナ を 
発見 。 な ん と か 説得 を 試み る が ナナ 
| の 決 尼 は 変わ ら な い 。 結 局 、 ナ ナ は 
_ 屋上 か ら 飛 び 降 り る こと に な る 。 
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リル の 部 屋 屋 に た どり 着い た ミカ 
リル は ミカ の 言い た いこ と が わか る 
か の よう に 、 自 分 か ら 連 続 ダ イブ の 
acl OSEUM bt. 

団地 に いる 少年 少女 た ちの 親 は 仕 
事 で 帰る の が 遅い 。 誰 も が 所 独 で 無 


意味 な 時 間 を つぶ し て 暮らし て いる 。 


そん な 暮らし を 打破 する た め に ダイ 
ブ を する の だ 、 と リル は 言う 。 妄想 
じみ た 答え だ ミカ は どう すれ ば 自 
殺 を 止め られ る の か リル に 聞く 。 

一 方 、 ユ カリ ば ほ 才 ナ が 助かっ だ 
と を 知る 。 どうやら タケ ル が ナ 赤 を 
受け 止め て くれ た よう だ 。 
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る こと に よっ て 、 み ん な の 自殺 を 目 
め よ うと する 気 な の だ 。 


アリ サ の 方 は すっ か りみ ん な と は 。 
ぐれ て し まっ た が 、 チ サト と 会 
と が で きた 。 ア リサ は ュ ユカ リ を c 


サト が ミカ を 探す こと に する 。 
一 方 、 ユ カリ は 飛び 降り 自殺 


っ た マン ショ ン の 付近 で 、 ofle 
| 供 た ちの うめ き 声 に 意識 を か き 乱 き 
れる 。 だ が 、 そ の と き ア リサ が 知念 


を 追い 払い 、 ユ カリ を 助け る 。 
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屋上 か ら 飛 び 降り よう と し て いる 
リル 。 チ サト は リル に 上 自 ネ を 止め る 
よう に 説得 を 始め る 。 し か し 、 リ ル 
は みん な を 助け る た め に も 自 和 EY 


_ る と 言う 。 その 決意 は 変わ ら な い 。 


、 な お も 説得 を 続け る チサト の 次 に 
。 リル は 天使 を 見 出す 。 そし て その ネー 
使 が 自分 を 迎え に 来 で いる の だ と 思 
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タイ ブ し た i Exc. で 


きま きき DPN 中 年 の 男 が リル の 落下 
_ する 場所 に や っ て 来 た 。 落下 現場 に 
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偶然 通り か か っ た 男 は リル の Ej 
だ と ヤヨイ は 言う 。 リ ル の 父親 は 死 
ー ん だ が 、 リ ル は 助かっ た の だ 。 た だ が か 、 
命 を も て で あそぶ ヤヨイ に チサト の 怒 
り は 爆発 ず する 。 チ サト と ヤヨイ の 周 
辺 は 再 が オーラ に ま と わ れ る 。 そ し 


て sw 太り の オー 「 フ が 激しく 3 SR) _ 


る の だ っ た 。 

その こ る 団地 の 一 室 に 集まっ て ゲ 
ーー ム を や っ て いる 少年 た ちの 背 後に 、 
白髪 の 少年 が 現れ る 。 

この 後 、 チ サト と ヤヨイ の 対決 が 
_ どう な っ た か 、 ま た 白髪 の 少年 が 何 
を し て いた の か は 謎 の まま だ ……。 
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ユカ リ が ナナ を 説得 する と き に 出る 選択 議 
屋 。 こ ここ 2 で 「 きき の 人 っ て の or ウノ 9 が 人 0 

\ よ っ 本 当 に アリ サ の 声 ? 」 と 選 ぼ うに 
うす れ ば ナナ は アリ サ に 騙さ れ た の で は 恋 
いと わか る 。 後 の 会 話 に 影響 する ぞ 。 
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リル と の 会 話 で いち ば ん 情報 量 を 多く 得 
る た め に は 「 信 じ な いつ 信じ る っ どう や っ _ 
て 止め る の ? つっ 止め て ……」 と いう まう に B 
選択 肢 を 選 ぼ う 。 ち な み に 最 後 の お 茶 は 必 a 
ず 飲 まさ れる こと に な る 。 。 
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ミカ は ユカ リ を 「LOST HIGHWAY] 
で 行 お れる ドーム パ ング 」、 と ゆい 
う イ ベン ト に 読 う 。 ユ カリ は 乗り 気 
で は ほな か っ つた が る カカ に つい で て 行く 
こと に も た 
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クフフ で 楽し じき 
カ と ユカ リ 
クラ ブ の バー で ミカ と ユカ リ は と 
り と め の な い 話 を 続け る 。 ダ ンス 、 
音楽 、 カ ク テ ル な どの 話題 で 盛り 上 
が っ た 後 、 1 F の イベ ント まっ 最 中 2 
の フロ ア に 行っ て みる こと に し た 。 Ws FREUT 
クラ ブ に 来 て いる 連中 は 誰 も が マ s — 
ニア ッ ク な 会 話 を し て いて に ミカ た 
ち に は ピン と こない メイ シフ ロア ーー 
で は みん な 楽し く 踊 っ て いる よう だ 。 
ミカ は ユカ リ に 踊っ て み ま せ ん か 、 
と 聞く が ユカ リ は イマ イチ 乗り が 悪 。 
い 。 だ が 、 そ れ で も 踊り 始め る と 調 
子 が 上 が っ て きた よう た i 
っ た ユカ リ は ちょ っ と 休憩 を 入れ よ 
う と 、 飲 み 物 を 買い に 行く 。 
Ei 
、 座 っ た まま 居眠り を ずる 。 | 
gre å O 
は 終わ り 、 Me ug iu 
カカ は ユカ リ を 待た せ て いた ミ と に 気 MTM | 
_ 付き 、 急い で 2 Fe -和 i ば う | 上 ・・・・・・・・・・ 2. 
カリ は 気 に し て な か っ た の で ミカ も EMMNES aa 
安心 。 ふ た り は 満足 し で 帰宅 し た 。 
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s [ない _ E 
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め ら れ 、 寝 つく こと が で き な か っ が 
ec eal Re. 
どく な る 』。 ま る で 誰か が 耳元 で 路 い 
に < て いる よう な 錯覚 を 覚え る ほど だ 
ユカ リ と の 会 話 で も ミ カ は その 不 | 
感 を ね ぐう こと は で きい 。 — 
1 時 間 目 が 終わ っ て 休み 時 間 に 、 こ 
(eo ミカ は ミホ か ら 体 育 教師 の 保坂 と 保 
 HOHsdHEORALTUS 
と いう ウワサ を 仕入れ る 。 a 
p ミカ は さっ そく ウ ワ ザ を 確か め に 
。 北村 舎 の B 1 に ある 生物 室 に 行く 。 
その 途中 で 耳鳴 り の せい か 、 何 度 も 
、 人 の 路 き 声 を 聞き 、 き ミカ は イラ つい 
a て くる 。 そ し て 池 物 室 に 来る と 、 ミ 
カ は 誰か の 死体 を 一 瞬 だ け 目 撃 す る 。 
し が て れ は 利島 だ っ た よう て 、 
すでに 崩 え で し まう 。  -— 
や が て 5 分 経ち 、 2 時 間 目 の 始業 時 作っ で 
Ofviammoroc :»us  MENGIIIPASNSENE 
いで 教室 ぐ と 戻る こと に し た 。 
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く と いい だ な ぞう 。 
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【 ゴ ー ル ド 】 芝浦 に あっ た クラ ブ の 名 前 。 ち クノ の ゴア か らき て いる 言葉 だ 。 
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リョ ウ が 目 を 覚ます と 目 の 前 に 白 

少年 と ミカ が 座っ て いた 。 り ョ 
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日 曜 の 学校 で 最初 
の 犠牲 者 が …… 


日 曜 の 雛 代 高 校 で 行わ れ た 旧 体 育 
館 の 解体 工事 。 そ の 工事 中 に 不幸 な 
事故 が 起こ る 。 ひ と り の 生徒 が 落ち 
て きた 鉄骨 の 下敷 きま と な っ て 死亡 し 
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が か り を 探す 

電車 の 中 で は ぐれ た ミカ は 依然 行 
方 不明 の まま だ っ た 。 心配 する アリ 
サ は ユカ リ に 相談 を する 。 ユ カリ は 
ミカ の 自宅 に 電話 し て みる が 、 両 親 
が 海外 旅行 に 行っ て し まっ た た め 誰 | 
も いな か っ た 。 
ユカ リ た ち は ミ カ の 同級 生 た ちや _ 
カ ヅ キ か ら 心 当たり を 探る 。 し か し 、 
誰 も ミカ の いる 場所 を 知ら な い 。 
ユカ リ た ち は 手 分 けし て ミカ 和 失 貴 
の 手がかり を 探す こと に し た 。 アリ 
サ は ミカ の 家 へ 、 ユ カリ と カツ キ は 
ラク ロス 部 の 部 室 、 そ し て ミカ の 教 — 
室 を 調べ て みる こと に し た 。 


攻略 アド バイ ス 


この 章 は 全 章 の 中 で も 一 番長 い の で 、 
要 所 要 所 で アラ マタ に 会 っ て セー プ し 
て お こう 。 ア ラマ タ は 北 校 査 B 1 の 保 
健 室 の 前 に いる が 、 夜 に な る と いな く 
な っ つて し まう の で 注意 。 
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ら ラナ イフ を 発見 _ 


ーー リ と カツ キ は まず ラグ ロス 部 
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— の ロッ カー の 中 を 覗い て みる と 怪し 
2 E げ な ナイ フ を 発見 する 。 今度 は 教室 、 
、 ERUSAONEBATA, する 

- 計 て 手帳 が 出 て きた が 、 スケ ジュ ー ル 

を 見 て も 特に 変わ っ た 様子 は な い 。 
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— 連絡 が 入る が 、 や は り 誰 も いな いら 
し い 。 こ こ で いっ た ん 捜索 を 中 断 し 、 
カツ キ は 部 活 に 出る こ と に する 。 
その 夜 、 部 活 が 終わ り 校 門 か ら 出 
た カ カツ 串 だ が 、 カ バン を 忘れ た こと 
に 気づく 。 広 瀬 に 話 を 聞き に 行っ た 
と き に 置き 忘れ た の を 選 い 出し 、 m 
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一 昨日 に ミカ を 見 
た と いう ミュ ユキ 

翌日 、 ユ カリ は アリ サ か ら 深 夜 の 
学校 で ミカ を 見 た 人 が いる と いう 情 
報 を 得る 。 な ん で も 天体 観測 部 の ミ 


ュ キ が 見 た と いう の で 。 SEUNS 


相 を 確か め る こと に し た 。 
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ミユ キ の 変死 体 。 
アリ サ が 危な い ! 

次 の 日 、 ユ カリ は アリ サ の 教室 を 
記 ね る が 、 人 昼休み に 天文 台 に 行っ た 
まま 行方 不明 らし い 。 ユ カリ も 天文 
台 へ と 行っ て みる が 、 中 は 薄暗く て 
人 の 気配 は な い 。 

天文 台 の 奥 に 進ん で みる と 血痕 を 
発見 する 。 そ れ も 滴 り 落 ち て いる よ 
うだ 。 ハ ッ と し て 見 上 ほか みる 8 
そこ に は ミユ キ の 変死 体 が あっ た 。 

ユカ リ は 急い で 校 査 に 戻り 、 そ こ 
で アリ サ と 会 う 。 ア リサ は 屋上 で 寝 


て いた らし い 。 ユカ リ が アリ リト c. 


ユキ の 死 を 告げ た と き 、 天 井 裏 で は 
監視 カメ ラ が ふた り を 写 し て いた 。 
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間 が 経つ の 。 ユ カリ た ち は 捜 索 を 続け 


て いた が 、 あ まり 進展 は 見 られ な い 。 
そん な ある 日 、 ミ ホ の も と に 謎 の 人 


物 か ら 電 話 が か か っ で 《 る 。 
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| ユカ リ と アリ サ と チサト は ミ まこ 
_ 先 に 行っ た と 思い 、 校 人 査 の 中 に 入る 。 
_ 校舎 の 中 は 凶悪 な 事件 が 多発 し て い 
る た めか 、 警 察 宜 が 巡回 し て いた 。 — 
、 エ カリ た ち は に 警察 官 に 見 つか ら な い 
NNN  、 。、 と に 
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SJ UE F か ら 5F を TUE 
は 校 査 外 、 ア リザ は 地下 を 調べ る こ 
と に し て 、3 人 は 別れ た 。 

ユカ リ は 1 て 4F ま で 調べ る が 異 
常 は な い l4 OE OUCUIB5A 
り 禁 止 の 聞 で 札 を 無視 し て 校長 室 の 
ある 5 F に 行く き を に する 。 

校長 室 に は 鍵 が か か っ て いて 入れ 


A 
CONI 誰 も いな いみ みたい 
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な い 。 誰 も いな いよ うだ 。 ユ カリ は iR 
: 2 リサ の 状況 を 聞く 。 し か リ d: 
アリ サ は 恐 が っ て 全然 調べ て い い 
JE | い 
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_ チ ザ ト の 方 に も 実 常 ( 115. た が 、 
広瀬 が 宿直 の 時 いつ も 事件 が 起き て 
いる と いう 重大 な 事実 に 気がつい た 。 
ユエ カリ は アリ サ の 所 へ と 急ぐ 。 
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いま よ まう だ た 。 

地下 か らら TF 必中 が た と きき に に ア 
リサ は 生物 室 か ら 「 ド サッ 」 と いう 
不審 な 物音 を 聞く 。 

アリ サ が 生物 室 に 入る と そこ に は 
宿直 の 広瀬 が いた 。 か た わら に は ミ 
ホ が 倒れ て いる 。 死ん で いる よ . う だ: 
広瀬 は 救急 車 を 呼ん で くれ と 言う 
の で 、 ア リザ 計 呼 びに 行こ うと 計る 2 
だ が 、「 ち ょ っ と 待て ! ILE 
っ て で アリ サリ に 近 つ いて きた 

その と き 、 銃 を 構え た 警官 が 飛び 
込ん で くる 。「 動 く な 」 と 警告 を する 
が 、 広 瀬 は 止ま ら な い 。: 
制止 を 無視 し た 広瀬 に 銃弾 が 浴び 
せら れる 。 広瀬 は 心臓 を 打ち 抜か れ 
て 、 床 に 倒れ 込ん だ 。 広 瀬 は 死ぬ 間 


生物 室 で 倒れ て い st e 
る ミホ を 発見 ! d e 
ユカ リ に 怒ら れ た アリ サ は シブ プシ ま 
プ と 校舎 を 調べ 始め る 。 地 下 通 路 で : R 
アリ サ は 行き 止ま り の 壁 が 怪し いと Bh? 生き より ct っ て 8 Pee 
思う が 、 そ の 他 に 異常 は 見 当たら な OS A 
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際 ま で 「 俺 は 違う …… 」 と 叶い で い 
た の だ が の ne: 6 
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広瀬 が ミカ に 庄 襲 
し て いた ……* 


銃声 を 聞い て ユカ リ と チサト が 入 
GR, TU Rf Cio EM | 
の 制服 と 女性 の カツ ラ 、 そ し て ミカ AET ELOTE 
と 同じ リュ ッ ク を 見 つけ る 。 広瀬 が 
女装 し て 生徒 を 襲っ て いた の か !? 
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チ ザ ト も アリ サ が 怪し いと 思う た 
地下 通路 の 壁 が 気 に T E o 
、 の 上 の 階 は ちゃ ん と ある の に 、 な ぜ 
、。 が 行き 止ま は げ が に な ゃ も て いる の た 


AJID? チ ザ ド は を E の 壁 の 向こう 


で 何 か 恐 ろ し いも の が 待ち 受け て いこ 


る の だ と 言う 。 

ふた り は 行き 止ま り の 壁 の 上 に 当 
た る 受付 ロビ ー の 所 を 調べ て 見 る こ 
と に し た 。 巨 大 な 大 理 石 の 支柱 を 見 


上 げ る と 、 校 長 室 の ある 場所 に つ な 


が っ て いる よう た た 
そこ で 5E に 上 が り 実 際 に 校長 室 


ちょ っ と 第 に な る こと が ある の 
誌 が 出来 すず て いる 箇 村 1 て ・・・ 
それ に アリ ロサ も や ん 計 底 な に と を に 
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を 調べ で みる こと に する 。 Ú am 


隠さ きれ た エレ ベー 
ター を 発見 ! 


校長 室 の 扉 は な ぜ か カ ギ が か か っ 


、。 て いな か っ た 。 大 理 石 の 支柱 を 調べ 


る と 、 伺 か の スイ ッ チ の よう な も の 
を 発見 する 。 押 し て みる と 大 理 石 の 
中 か ら エ レベ ー タ ー が 出現 し た ! 
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校 答 全 体 を 監視 す 
る モニ ター 室 


エレ ペー ター ば 上 に 上 がり 、' 屋 概 
裏 の 部 屋 に 着い た 。 そ の 部 屋 に は た 
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くさ ん の モニ ター が あり 、 校 査 内 を りー 
BLRC CU < し て 年 みう Dr T 
の そば に は 身体 測定 の 一 覧 表 が …… 
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死亡 し た 生徒 の 人 
間 標 本 が ! 


ユカ リ た ち は エ レベ ー タ ー に 乗っ 
て 下 へ 、 あ の 壁 の 向こう 側 に ある 地 
下 へ と 降り る こと に する 。 エ レベ ー 
ター を 降り る と そこ は 病院 の 手術 室 
の よう か な 部 屋 だ っ た 。 あ た り に は 消 
毒液 の 匂い が 充満 し て いる 。 

ユカ リ は 冷蔵 庫 の よう な も の を 見 _ 
つけ て 思わ ず 開 け て みた 。 

「 な に と な ん た ん な の に 3 | 
一 瞬 ユ カリ は 何 が 中 に 入っ て いた 
の か わか ら な か っ た 。 よく 見 る と どい 
くつ も の 容器 の 中 に は 人 間 の 肉体 の 
ー 部 が 入っ て いた の だ 1 “ oo 
番 前 に ある 容器 に は 「 香 坂 ミ キ 」 と 
いう 名 前 が 書い て あっ た 。 C 
チサト の 方 は 巨大 な 容器 に 入っ た _ 
つぎ は ぎ だ ら け の 人 間 の 死体 を 見 つ 
け 、 大 き な 悲 鳴 を 上 げ る 。 そ の 死体 
は スミ オ と 焼死 し た キミ カ だ うた 。 て 
黒 に げ の は ず の キミ カ の 死体 が 元 の 
姿 に 復元 され て いた の だ 。 F 
~ ふた り は こ この 場所 は 危な いと 感じ 4" 
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いで 部 屋 か ら 出 る こと が で き な い 。 


そし て エレ ベー ター ー が 動き だ し 、 a 
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て 、 校 長 は 自分 の 獅 奇 的 な 殺人 を 語 


り 始 め た 。 月 明か り に 照ら きれ た そ E 


の 表情 は いつ も の 各 - 和 な も の か ら 
SERA 50 CX CUT 
系 の コレ クシ ョ ン を 見 た か ね …。 
_ な か な か の ジロ モノ だ る う 。 あ れ だ 
け の パー ツ を 集め る の に 一 昔 労 し た 
が ね ね で"。 安心 し た まえ 、 何 も 世 が 
る こと は な い 。 魂 を 肉体 か ら 解放 し 
て や ろう と いう の だ 。 真 の 自由 を 得 


る た め に は 肉体 の 中 で は 窮屈 すぎ る 。 
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まえ 。 君たち は 邊 の すばらし い 芸 術 
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そう 言う と 校長 は 凶器 を 取り 出し 
Ce WEN Jot(os, 絶 体 絶命 
の ユカ リ と チサト 。 

し か し 、 そ の と き 突 然 大 理 石 に 

ビ が 入り 、 床 が 崩れ 落ち て いく 。 " 
長 も 床 の 崩 上 徐 に 巻き 込ま れ て 地面 に 
激 突 し た の だ っ た NS | 
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主 な 分 岐 ポイ ント 


同級 生 た ちこ と の 会 話 


ミカ の 和 失 貴 に つい て 同級 生 た ちか ら 情 報 
収集 する と き の 選 択 肢 。「 悩 み と か あり そう 
だ つた /」、 この の 行き で うと ころ 59 
カカ (まほ パイ ト と か し て いた ん だ っ けけ 7 の だ 
れ を 選ん で も 残り 全部 を 聞け る 。 


9€900900000000000000000000000000000000000000000000200000299.00069909500€90990909009 0990259999 WI る WNW で e、o ee) ゃ る 179 9 が 9 epNYIW We : ャ 


アリ サ こ と 広瀬 の 人 芸 話 


アリ サ が 広瀬 を 発見 し た と き に 出る 選択 
肢 。「 救 急 車 を 呼び に 行く 」、「 質 問 す る 」 の | 
どちら を 選ん で も 、 広 瀬 か ら 要 われ る こと MEN 
に な っ て し まう 。 ど ちら か と い 区 ば 算 問 じ 。 VES 


た 方 が 広瀬 の 言い 訳 が 聞け る の で いい 。 _ 
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此 中 感 下 学 当 而 AIEFETHHSO TN 


学校 で 起き た 一 連 の 殺人 事件 は 校長 。 だ が 、 広 瀬 が 甘 da. d 


ME EN ひま と し た ら カ ツキ を 。 ーー 


め る の が 趣味 と いう 変態 。 広 瀬 を 使っ » 殺し た の ば 和 校長 で 、 宿 直 の 広瀬 は 本 当 =。 
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ミカ が 学校 に 戻っ 
て きた! 

TM Riie5d Ol CE F 
校 の 中 に 来 て いる こと を 感じ と っ て 
いた 。 ユ カリ も 再び 、 校 査 の 中 へ 戻 
ろう と 言う 。 だ が 、 今度 は 全員 が 死 
ん で じ ま う ほど 誠 険 な 予感 が し た 。 
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ミカ を 守る た め に 
RE に 入る リョ ワウ 


ミカ と 共に この 世 の 果 て に 飛ば さ 
れ て いた リョ ウ が 現世 に 戻っ て き : た 。 ens 
そこ ヘル ミ も や っ て くる 。 リ ョ ウ は 、 A MEO t4 
ルミ は 死ぬ べき 人 間 で は な いと 言い COURAGE IG RU 
残し 、 ひ と り で 校舎 の 中 へ 入る 。 


本 本 本 AR 


アリ サ 校 答 を 探索 。 
集合 时 间 (この の …・ 


病院 か ら 抜 け 出し て きた アリ サザ は 
校 告 を 探索 し て いた 。 5 階 に ミカ の 
気配 が 戻っ た こと に 気付 く が 、 近 、 
いて みる と また 消え て し まう 。 で の 
と き ア リサ の 腕時計 の アラ ー ム 音 が - 
鳴る 。 ] | * 

"hera 数 十分 前 、 ロ ビー に 集まっ た 
ユカ リ た ち は 、 手 分 け を し て ミカ を 
探す こ と に し た 。 そ し て みん な の 時 。 
計 に アラ ー ム を セッ ト し で | 時 間 が こ 
きた ら ロ ビー に 戻る こ AN 
いた の だ うた と た 。 

アリ サ は その 約束 を 思い 出し 、 r1 
段 を 降り る こと に な 
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。 を 探す の は や め ろ と 忠告 する が 、 ア 
_ リサ は 屈服 し な い 。 逆 に アリ サ は ミ 
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MOÓNLIGHT SYNDROME ` 


T permeton 
- ロビ ー へ 戻る うと し た ア 2 
髪 の 少年 が 声 を か ける 。 少 年 は ミカ - 


[一 也 汪汪 人 对 州 证 一 二 NH 
HASN FOUNSA AS 


カ の 居場所 を 言 わせ よう と する が 、 
少年 は 聞く 耳 を 持た ず 、 つい に 強行 


| な に か が 潰れ る よう AROEN 
_ 舎 に 響い た 。 少 年 は アリ サ の 首 を 飛 
、 ば し て し まっ た の だ 。 首 を 失っ た アー 
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少年 は アリ サ の 命 を 奪 ③ と 、 Bu 
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遅れ て なる チサト 
の 腕時計 。 


約束 の 時 刻 に ロ ビー に いた の は ユ 
カリ だ け だ っ た 5 チサト の 腕 
時 計 が アラ ー ム を 鳴ら す 。 だ が 、 そ 
の 時 証 は 遅れ で いた の だ 。 チ サト は _ 
その こ "と に 気づき 、 mc 、 て 
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ユカ リ が ロビ ー で 待つ シー ン で は 、 


一 定時 間 が 経た な いと 物語 は 進行 し な dio 
い 。 外 に 出 よ うと し て も カギ が か か っ MENNNENE 


CUVY て 用 られ な い の で 分 くら いで 、 ERTO RORY 
S で 待っ で いよ びく 
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を 失っ て し まう 
ユカ リ 

少年 が ユカ リ の 目 の 前 に 現れ る 。 
その と き チ サト が 駆け つけ 、 そ の 少 
年 が ミカ を 連れ て 行 つ だ と ユカ リ に 
説明 する が 、 す で に 遅かっ た 。 
少年 は ふた り の 所 へ 歩い て くる 。 
ユカ リ は 金縛り に あっ て 一 歩も 動け 
な い 。 少年 は ユカ リ に 向かっ て 手 を 
差し 出し た 。 そ の 手 に 握ら れ て いた 
の は ハー ト 型 の ペン ダン ト …… アサ 
サ が 身 に つて いた も の だ 。 

アリ サ の 死 を 悟っ た ユカ リ は 意識 
を 失う 。 心 を 失っ た ユカ リ は 機械 仕 
掛け の 人 形 の よう に 、 ど こ か へ 歩い 
て 行う Clos95 
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少年 と ナチ サト 。 
DNE ODER 


ユカ リ の 心 を 破壊 し た 少年 に 、 チ 
は 激怒 する 。 チ サト は 全 神 経 を 。 
集中 し て 少年 に 攻撃 を 開始 し た 。 

次 の 瞬間 、 人 の 肉体 が そげ 落ち る 
鈍い 音 が 響く 。 | 
少年 の 頭 は 半分 だ け 切 り 落と され 
て いた 。 し か し 、 頭 の 中 か ら 触 手 の 
よう な も の が 出 て き て 、 一 瞬 で 傷 を 
治療 し て し まう 。 少 年 は 無傷 の まま 
だ 。 チ サト の 決死 の 攻撃 は 失敗 に 終 
わる 。 チサト は 首 を 落と きれ て 、 PA 
面 に 倒れ て いた ……。 

ナ ザ サド ト を 始末 し た 少 全 コカ リ 
に トド メ を 刺す た め に 後 を 追う 。 


Se | MN 


de 


G9 SH SEN o Ort al | 
SHET I LESEN E EST 


。 ur ., 半 


EL 
"っ て 絶命 する _ 


a 


- MOÓNLIGHT SYNDROME 


uM iol fe Lon mE = 


ap E b EDSUEIE 


. 少 人 年 は う つろ に 動い て いる 革 - 


うり の 導い 。 人 を っ た | 
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リョ ウ を ひき 赴 め 
よう と する ヤヨイ 


校舎 へ と 入る リサ ョ ウ 。 JOTI 
カリ の 死体 を 見 つけ る 。: es 


Sai チサト 、 ユ カサ リサ は 少 年 に よっ て 


寺 き も て し まっ た 。 


是 -RE 


。 つう 。 リ ョ ウ は ヤヨイ に 少年 の 居場所 
_ を 聞く が 、. 容 え で ぐれ な い 。 
「……: 知 ら な い 。 知っ で いて も 教え 
られ な い 。 も う 誰 に も 止め られ な い 
か ら 。 だ か ら お 願い 、 こ の 先 に は 行 
か な いで MC E 

リョ ウ を 愛す る ヤヨイ は 、 少 年 と 


戦う の を や め さ せ よう と する 。 だ が 、 


止め る ご こ と は で き な か っ た 。 
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MAMETA 
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その こ ろ ロ ビー ー て 異変 が 起こ る 。 
チサト の 死体 か ら 幽 体 が 出 て 、 動き 
出し た の だ 。 チ サト の 幽 体 は リョ ウ 
に 接触 する と 、 少 年 の いる 場所 に 案 
肉 赤 る よう に 歩い て いく 。 
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最後 の 対決 の 前 に 
U a 72318 2, 

チサト は リョ ウ を 校長 室 に 導く 。 
リョ ウ は 校長 室 に 置い て あっ た 日 本 


、 とら は て 山王 8 ひ 計画 


ご 人 ame .r4ésegsomnaoac 小 


刀 を 手 に 取っ た 。 
「 aesees あな た の 役割 よ 。 終 わら せる 
pM t ピリ オド を うっ て いい 」 


と チサト の 幽 体 は 言う 。 

刀 を 手 に し て リョ ウ は 考え 、 そ し 
て すべ て を 悟る 。 

[会 部 、 俺 自身 の こと だ っ た の が か が 。 
この 大 も ミカ の た めじ ゃ な か なく 、 自 秀 
の た め に …… 人 生き る 価値 は 俺 の 中 に 
し か な い 、 こ れ も 現 実 だ 」 
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リョ ウ は 刀 を 握り し め 、 少 年 を 倒 NO. ái 
すこ と を 決意 する 。 — "M PF 
E OÍUXS C 52V : 
年 を 倒す る 
2 È 
mw どう に も な ら な いよ ot は 
を コン トロ ー ル し て いる の は ぼく だ _ n 
か ら …… 表 面 は や さ し い けど 、 実 は _ 


最も 厳し いん だ よ 。 甘 くみ て も ら っ 
ちゃ 困る よ 」 と 少年 { 185. | 
リョ ウ は 少年 の セリ フ に 耳 を 貸さ 
ず に 、 日 本 刀 を 振り 降ろ し た 。 RKA 
に 切り 刻ま れ て いく 少年 。 だ が 、 少 | 
年 は し ゃ べ る の を や め よ うと し な い 。 
「 ぼ く が 全部 プチ 壊し て で や る か ら 、 | 
きれ いさ っ ぱり と 、 後 も 残ら な いよ 
うに ね 」 、 £2 
だ が 、 リ ョ ウ は その 言葉 を 無視 し 、 
少年 が 息 絶 える まで 攻撃 を 続け た 。 
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ュー OP 5: eem リョ ウ も 平気 で し ょ ?」 と 

d E 

- ce … よ か っ た と 思 \ っ て いる よ 。 に 

に 執着 し て き で 。 お から な いか 、 

e まだ 。 それ も 意味 を 変え た 愛 の 

に INE 人 間 愛 と か いっ た 壮大 な 中 

。 c で は ほな い 普 遍 の 愛 だ よ 。 …… じ ゃ な 

o き ぎ や 、 死 ね る の か い ? ADREI : 
1 Aug S : 

p Dp 私 の 死 は 無駄 な も の で は な く 
まま o c OBS 

。 た な の 、 リ ョ ウ 。 あ な た が いる か ら _ 
= こそ 私 が 存在 し て いる 。…… 強 が る 
_ 必要 は も うな い 。 い いん だ よ も う 。 

解放 し て あげ る 」 と キョ ウ コ は 言う 。 

リョ ウ の 中 で は 今 ま で の すべ て の 
わだかまり が 消え 去っ た 。 そ し て 、 

よう や < く 本 当 に ミカ を 迎え に 行け る 
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: 人 に 別れ を 告げ 
S QU di 
— 地面 に 倒れ て いる 少年 の 死体 。 切 
り 刻ま れ て いる の で は な く 、 自 分 で 
剣 を 突き 刺し た よう な 格好 だ 。 
E 1 は [RI 素 相 な コ こめ ん 
B € 2 」 と 言っ て その 場 を 去っ た 。 
= - To0 
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ミカ を 抱き し め る 
リョ ウ だ が …・ i 


リョ ウ は ミカ を 迎え に 行く た め に 、 に j5 


TEOEExEUIZUT-. ORT 
か つて の 暗い 雰囲気 は な い 。 や が て 
陽 が 登り 、 土 手 の 向こう か ら ミ カ が 
歩み よっ て くる 。 237555757) 
強く 抱き し め た 。 

diens 場面 が 変わ り 、 リ ョ ウ の 家 を 
訪れ よう と する ルミ 。 部 屋 の 中 に 入 
る と リョ ウ が ソフ ァ に 座っ て TV を 
見 ゆる よう だ っ た 。 リョウ の 肩 を 
叩く ルミ 。 だ が 、 リ ョ ウ は 答え な い 。 
リョ ウ の 手 か ら 何 か が 入っ た 紙袋 が 
床 に 転がり 落ち る 。 T V 画 面 で は こ 
の 世 の 果 で に いる さき 力 が 笑 っ て いた 。 
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ラス トシ ー ン の リョ ウ は キョ ウ コ の また 、 少 年 と の 戦い で 実は リュウ は 。 


首 を 持っ た まま 気絶 し て いる 。 こ れ は 敗北 し 鞭 を 抜か が れ I@ じ まっ た と いう 


第 2 章 で スミ オ か ら 婚 袋 を 渡さ れ た と 結末 考え られ る =: いろ いろ な 解釈 が ーー 


き の ま まだ 。 あ の 場面 以降 は すべ て リ Tar. エン ディ ング の 意味 を 決め 
AA to D s 自身 な の だ ろう 。 
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donda BARBEL TU. 
や が て 、 カ ー クト に し か か り 、 突 如 速 
度 を 上 げ る キョ ウ コ の バイ ク 。 
"AST キョ ウッ ウ コ | k: 3E 
A キョ ウ コ は 自分 で ヘル メッ ト を 脱 
ぎ 、 カ ー プ へ と 突入 し た 。 


「 不 思 議 と 悲し く ない ……-。 自分 の 神 
経 回 路 が どう に か な っ た @⑳ だ 人 9 か 7」 
突然 の キョ ウ コ の 死 を 知ら され る が 、 
意外 な ほど と 冷静 な リョ ウ 。 そ ん な 自分 
自身 に 腹 立 た し さ さえ 覚え て いた 。 
そし て 、 リョ ウ は 事故 現場 の 鹿 e Hie 


— に バイ ク を 走ら ら せ る の だ っ た 。 


SCENE 3 


キョ ウ コ の 事故 に 少な か ら す 
ショ ッ ク を 受け る ミカ 
ミカ そっ くり だ っ た 先輩 、 キ ョ ウ コ 
の 事故 死 は 雛 代 高校 に まで 波紋 を 呼ん 
だ 。 少 な か ら ず ショ ッ ク を 受け 、 何 と 
な が なく テン ショ ン の 上 が ら な か い ミ 3 力 さ 
ら に 彼氏 で ある スミ オ が 、 キ ョ ウ コ と 


付き 合っ て いた < と 4 を 知っ CL まま 
そん な ミカ の 気持 ち を 察し て か 、 友 


SCENE 一 -4 J 


V) a IOI NIT ME 
€ LUTHOR 


E EE uq "s 
ソフ ァ で 寝 て いた リョ ウ を 起こ ず 声 

それ は 取り 乱 し た 様子 の ルミ だ っ た 。 

「 お 兄 ち ゃ ん が IA 。 お 兄ちゃん が っ J 

| ミオ に 何 が あっ だ の が の 。 問い 
た だ だ し て も 、 ル ミ は 言え よう と し ん し 

r1) ヨ "y 抱い て EA 」 


SCENE 一 一 5 


死 を 選 ぼ うと する スス ミオ 


て 


ヨイ と RI 


S594 X uu CONS SHA 
o% N NER SEE SE C TUI UI 
Im RECYC ON oS LIC ur t 


_ 人 の キミ カ が ドラ イブ に 誘う 。 の 


. カ は し ぶっ て いた が ! 


EPISODE X — 


do 5 T-BEH 峠 に 行こ 3 どい J Of ; d 
PR カ の 勢い に 
押さ れ て 0 K し て し まう の だ っ た 。 
放課後 、 キ ミ カ は 舎弟 の スズ キ が 運 
転 す る アル ファ ロメ オ で ミ カ の マン ジン | 
ョ ン を 訪れ た 。 最初 は 乗り 気 で な い ミ 。 
カ だ っ た が 、 峠 に 向かう 前 に 寄っ た ム 。 
ー ン プリ ッ ジ か ら の 景色 を 見 て 大 感激 。 
まだ 、 こ の ドラ イブ の 恐ろし さ に 全 
ICE ミ カ で あっ た ……。 | 


PINE LO. リュ っ 
が 拒む と ルミ は 床 に 崩れ 落ち た 。 
「 誰 の せい で こう な っ た の よ !」 
リョ ウ を 非難 する ルミ 。 ス ミオ が 死 。 
ぬ と 言っ て 家 を 出 た と za an oo 
| c PERRE e ooo 
PJO-r4dfoctUkonm  c|-€ 
複雑 な 四角 関係 。 だ が 、 こ の 関係 に ——— 
ピリ オド を 打っ た の は 、 キ ョ ウ コ の 死 
だ っ た 。 リョウ が キョ ウ コ を 受け 止め 
onim at T Oo 


ダイ ナー 前 に 1 台 の バイ ク 、 そ し て 


。 男 と 女 が そこ こ に た 。 
T…… 行 く の ? ES COT, 


096 を 玉音 し て いる スミ オ 
の こと は す ペ で て わか っ て いた 。 
E 行か な いで RREA 」 

し か し 、 ヤ ヨイ の 制止 も スミ オ の 気 
持ち を 変え る こと は な か っ た 。 


「 リョウ を 頼む お よ 、 立 ヨナ ラ ・… 」 
Ljano l. X ST04V171v3 
TOUL*AoOCa Oy. 


93 - 


T 


| MOONLIGHT SYNDROME 


SCENE 一 -一 6 


T8 UPURA TOZ 


ミカ の 身 に 危険 が 迫る ! 


ミカ た ち が 乗 る アル ファ ロメ オ は グ 


。 ング ン 加 速 し て いく 。 そ の と き 、 接 近 
|» し て くる 光 が キ ミカ の 目 に 入っ た 。 キ 
(000 ミカ は スズ キ に 向かっ て 叫ぶ 。 
て TL 正 まり な さい 
車 は 光 を 通過 し て よう や く 止 まっ た 。 
(0 車 を 降り る キミ カ と ミカ 。 だ が 、 キ ミ 


E SCENEーーー フ 】 


聞こ えな い の !」 


Yaw, ャ ヨイ と の 接骨 

YSTOH5380205 96 
スミ オ を 探し 、 峠 を 爆走 する リョ ウ 

の バイ ク 。 そ の 進路 を 塞ぐ よう に 立つ 

女 の 姿 が あ o) El 

何者 だ 、 あ ん た …… 」 

で うい え は ほ 目 邑 細 欠 が 表 だ だ っ た わ 
ね 。 名 乗る ほど の も の じゃ な いけ ど 、 


【 SCENE 一 一 8 


ミカ に 姉 を ダブ ら せ る リョ ウ 、 
» AE o UtiBot a 


TTARLA 


WeBEREOTCEIHIOECCES CA NE 
CERE QHBE REESE 11 Ar No [BE 


CO 
に 
人 


の こと 愛し て いた の 
姉 弟 で PERSE 3 


カ の 様子 が お か し い 。 

ひき 条 じ た の 7? cot NR 
。 あ た し が 、 あ だ し 殺す 
ば は すず だ っ た の に …… | 」 

キミ カ の 言葉 の 意味 が わか ら な い ミ 
カ 。 ぶ たり は 再び 車 を 走ら せる 。 

だ が キミ カ は 、 命 令 に 育 き 停車 させ 


_- な か っ た スズ キ を 車外 に 蹴り 落と す 。 


「 キ ミカ 、 止 め て …… | 」 
あま り の 出来 事 に 失神 する ミカ 。 キ 
ミカ の 死 の ドラ イブ が 始ま っ た !| 


。 リョ ウ た ちの こと は スミ オ か ら 聞 い 
て いる らし もい 。 
オ を 静か に 死な せろ と 言う 。 


mec. VITIS 


キョ ウ コ さ ん 、 あ な た 
。 両 想い ま 、 
まる で 変態 ね 」 

ヤヨイ の 口 か ら 語 られ る 衝撃 の 事実 。 
し か し 、 リ ョ ウ の 運命 ば は 、 さ ら に 波乱 
に 満ち て いる と 語る 。 そ う 衝 告げ ば て ヤ ヨ 
イ は 去っ て 行っ た 。 

リョ ウ も 再び バイ ク を 走ら せる 。 


PA» で た だ た? 


リョ ウ は 暴走 する 1 台 の 車 に 接近 す 
る 。 そ し て 後ろ の 座席 に キョ ウ コ の 姿 


を 見 る 。 それ は 気絶 し た ミカ だ っ た 。 


(キョ ヨウ BI7 EDC? 

馬 坪 する 車 を 追う リョ ウ 。 だ が 車 は 
一 向 に 速度 を 落と ざき な い 。 そし て リョ 
ウ の 目 の 前 に 少年 の 次 が !2 急 ブ レー 
キ で 停止 ず する バイ ク 。 だ が 、 ミカ を 乗 


。 せ た 車 は ガー ドレ ー ル に 激突 し た | 


無惨 に 横たわる キミ カ の 遺体 。 後 部 
座席 の ミカ も 、 す で に 死ん で いた 。. 


BLENE —— 39 


S J3 Htc T? 

リョ ウ と ミト ラ の 契約 
ミカ の 遺体 を 前 に 憎 然 と する リョ ウ 。 

そし て 白髪 の 少年 が 聞か ら 現 れ た 。 
E キョ ウツ コ し じゃ な か いま その は 
リョ ウ に 語り 始め る 少年 。 リ ョ ウ 、 

そし て キョ ウ コ の こと を 知り すぎ て い 


る 少年 …… 。 少 年 の 言葉 に リョ ウ は 動 
揺 を 隠せ な い 。 


疲 エ ヒビ ソ ゾ ソー 
「 陰 約 」 


MYSTERY 


わ ば 、 近 親 相姦 の 関係 に あっ た 。 だ が 、 


"»5 本 編 の 


本 編 で は 語ら れる こと の な い キ ョ ウ コ の 死 。 だ 
が この 「 陰 約 」 か ら 「 キ ョ ウ コ 自 ら が 死 を 選ん だ 」 
こと が 読み 取れ る 。 そ し て 、 ミ カ の 場合 と 同様 、 
少年 は キョ ウ コ を 蘇生 ざき せよ うと し た は すず す 。 これ 
を 拒ん だ の は キョ ウ コ の 意志 な の だ ろう か ? 


wm ミト ラ や リョ ウ が ミカ に 執着 する 理由 


少年 は 当初 、 何 ら か の 理由 で キョ ウ コ 
に 執着 し て いた 。 し か し キョ ウヨ コ ヨ の 自殺 
に より が 明代 わり を 求め る 。 て そこ で 選ば 


キョ ウ コ 、 リョ ウ 、 ス ミオ 、 ルミ 、 この 四角 関係 の 真相 
ギョ ウツ ウ 当 と リョ ウ スミ オ と ルミ は 胃 


お 互い を か ば う あ まり キョ ウ コ と スミ オ 、 


EPISODE X BK 


を 。 
3 bU. し か し 少年 は ) 
言う の だ っ た 。 
「 キ ョ ウ コ が いな いか ら こ の お 姉 ち ゃ 
ART DAT e CE. WA で いつ 
EA? 助け て あけ は く も いい よ 、 て の 
か わり 、 リ ョ ウ が 抱き し め た 人 を ぼく 
が も ら う か ら ね 7? 約束 だ よ 」 
こう し で リョ ウ は 少年 と の 契約 を か 
わし 、 ミ カ を 区 生き させ る の だ っ た 。 


aA! 


れ た の が かこ ミカ で あっ た 。 
そし て リョ ウ と 交わ す 契 約 。 す べ て は 
少年 が 仕組 ん だ こと の よう に 思え る 。 


リョ ウ と ルミ と いう 関係 が 出来 上 が っ た 
の で ある 。 し か し 、 キ ョ ワウ コ の 死に より 
この 関係 も 破綻 。 ス ミオ も 死 を 選ん だ 。 
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